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第 1表和'1二の飼養目的別農家の割合 昭和33年 I判立:号。
悼と従目的 従 目
的
l l l l 1使役慨を| 計なし 使採 役肥 子取り 肥育 育 成使含役む採多肥目的を誌ない多
使役・採肥 29.8 23.8 12.2 10.1 1.1 77.0 
子取り 0.1 11. 3 o. 1 0.2 0.5 12.2 
日巴 育 0.3 3.1 0.1 0.1 O. 7 4.3 
tf }l長 0.3 5.6 0.2 0.3 0.1 6.5 









































































1小計|採草地|放牧地 I'J、計( ロ 計? ? ?
??
ー
5.8 1.4 7.2 3.3 1.3 4.6 11. 8 
牛 H 4.3 1.6 5.9 1.7 0.1 1.8 7. 7 
地
育 成 地 4. 1 1.4 5.5 0.5 0.0 0.5 6.0 
使 役 地 4.6 1. 1 5. 7 0.5 0.0 0.5 6.2 


















4) 斉藤英策:中国地方における和牛を中心とした畜産，畜産便り， No. 104， (1958).，内藤正中
:中国山脈の和牛，日本産業史大系中国四園地方策， pp.204占226，東京大学出版会(1960). 
5) 農林省農林水産技術会議:鹿児島県における肉牛の流通経済， 九州防災営農資料， No.14， 
p. 7 (1959). 
6) 上坂章次:和牛全書， p.151，朝倉書庖，東京(1956). 
7) 小野茂樹・馬屋原清人:肥育牛の生産経済， 農業経営通信， No.8， 15-17，農林省農技研
(1954) . 
8) 綜合農業調査会:役肉牛の飼養経済， 日本農業の全貌，会内研究資料第48輯， p.26(1955). 









































































和牛市場数について流通機能別l己分類した資料はない. しかし昭和 31年当時， 和牛の産地側卸売市
場として，取引規模の最も大きい市場は広島県尾道家畜市場でありの，年間の取引頭数約7万頭で，全
国の和牛の家畜市場取引頭数 109万頭の 6.4%を占めていた. しかし昭和40年には， 132万頭のうち































北海道 50 31 16 4 
東北 85 99 68 16 4 
関東 12 7 8 3 
北陸 18 19 30 4 3 
* 11 22 17 15 II 4 
東海 4 8 II 2 3 
近畿 2 12 32 2 2 
中国 15 59 82 33 7 
四国 7 12 2 
9 57 1 130 24 13 
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送 l尾道 l売却 荷捌売到着(尾道)
5の日 15の日夕 I6の日朝 I7， 8の~ I I 5の日










































| 尾道市場 ! 三次市場 l 全国家両市場I )JX; lt~下~--~::-I-瓦4l子 ~I-~ 牛 I i'-牛
昭和30年 30
，674 39，031 17，032 2，907 593，662 498，037 
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 
35 22， 784 
19，456 13，236 3， 753 800，620 424，896 
(74. 3) (49.8) (77. 7) (129.1) (134.9) (85.3) 
40 20，039 924 ，728 136，O.4 17 
3，197 927，734 389，728 
(65.3) (24.9) (76.4) (110.0) (156. 3) (78.3) 



















15年間に， 家畜市場総数は 1，350市場から 1，100市場に減少しており， また産地市場て‘は昭和 34年か
ら39年の 5カ年間lこ1，140市場から 828市場lこ減少しているが，)， しかし和牛の市場だけについて，そ
の統合状況を示す全国的な資料はない.そこで広島県の東部産牛地を中心とした子牛せり市について，
昭和26年， 36年， 40年の 3時点で市場数と l市日の入街頭数をみると，昭和26年l乙64市場のせり市
が昭和40年には 23市場lこ減少し，また I市日41頭の入荷頭数が 112頭l乙増加している(第 9表).




昭和J26'4: 64 279 頭 41 頭
3 6 33 895 112 
4 0 23 853 112 

















































てが購買者になるわけではない 1市日250頭程度の子牛が入荷するせり市では， 1市日に 70-80名程





その購買頭数は 1，656頭であったが， 団体購買は 57名で 2，297頭であった. 購買者数の 1/3!こ相当す
る団体購買の，購買頭数からみた割合は約60%に達する.しかし市場統合のおくれた小規模のせり市で
は，団体購買が少ない.例えば同じ県の呉ケ峠市場10) (年3回の開催で l市日のせり頭数 100頭未満)
の，昭和41年の購買者実人員 27名， 購買頭数220頭のうち，団体購買は 2名， 9頭にすぎなかった
(第10表). 
またこれを約 10年前の昭和29年についてみると， I:l二原市場における 140名の購買者のうち団体は38




第 10表で庄原市場の年間の購買者は 177名，呉ケ峠では 27名であったが，これは実人員であり，年
間の各市日に参加した延人員でみると，庄原が 587名，呉ケl峠53名であった.延べ率(延人員/実人員)












































だが子牛せり市はその規模の大きいものでも， I 市日の取引総頭数が 250頭前後であるから，購買者









































































8) 広島県比婆郡産牛馬畜産組合:比婆郡の畜応， p. 146， 同組合，庄原(1917). 
9) 全国的にみても最大の子牛せり市の一つである.
10) 広島県神石郡の子牛せり市，第5図参照.











2カ月未満 4. 1 l年未満
2カ月 2.4 1~2 年
3 10.9 2~3 
4 59. 1 3~4 
5 12.5 4~5 
6 3.3 5~6 
7カ月以上 7.7 6~7 
7年以上
計 100.。

























販 7古E 先 }1IJ 
家畜販売
畜
農 家 数 そのほか 公共団体そのほか}J1j 事て家吋の商人lE|地 1lE lE 
乳用牛 ( 53，839戸) 100 2.9 7.5 53.4 7.2 2.4 1.6 25. 7 
役肉用牛 (651，523 ) 100 26.5 1.7 64.8 1.7 o. 1 0.2 5.9 
馬 (128，728 ) 100 22.9 1.4 61. 8 3.4 0.0 0.3 11. 9 
緬 羊 ( 49，199 ) 100 26. 1 10.3 19.3 4.4 0.2 0.6 39. 7 
11 羊 (37，694 ) 100 0.6 1.9 32.0 10.0 0.0 0.6 56.0 
豚 (285， 585 ) 100 0.9 9.6 63.9 14.1 0.4 0.4 12.5 
兎 ( 48，799 ) 100 1.7 34.3 28. 1 0.2 0.6 35.6 













そ の lま か で
農 r譜i( 数 市場で 家畜商|組合からlmの|会社1J>f， [そのほかから 農家から から
乳用牛 ( 186，254戸) 100 2.2 30.8 16.8 36.0 0.8 5.3 
役肉用牛 (2， 101， 168 ) 100 9.5 70. 1 3.2 9.5 o. 1 1.3 
馬 ( 897，823 ) 100 9.3 60.4 2.0 20. 1 0.0 2. 7 
緬 羊 ( 426，055 ) 100 6.5 8.8 18. 7 45.5 0.3 5.3 
叫l 羊 ( 423，327 ) 100 o. 7 8.6 3.6 64.2 0.2 7.2 
豚 ( 514，399 ) 1∞ 1.5 28. 1 4.8 53.6 0.4 4.8 
兎 ( 324，241 ) 100 o. 1 5.2 0.6 47.3 0.6 5. 7 
















入手先別| 販 売 先 別
成 牛|成 1一|子
頭数|割合 1 頭数|割合|頭数|
家畜市場 98頑[ 2.2 %[ 14明 1.5 付 制頭
家畜商 3，094 70.5 824 89.4 680 
農協斡旋 572 13.1 50 5.4 58 
縁故先 505 11.5 34 3.7 122 
計 I 4，387 I 100o 922 100.0 
守二







そのほか 118 2. 7 10 
1，204 















11 3. 7 
























































































る.また戦後昭和 29 年の，同じく畜産局の推定では全家畜頭数(大中家畜)のうち，その 15~20 %が





































経 営 農 農家 ?:'j り所有面積
耕地面積 戸 採 草 地 LlI 林 計
- 5反 18戸(0) 1.4反 8.3反 9. 7反
5 -10 92 ( 6) 7.4 (18.3) 18.0 (70.0) 25.4 (88.3) 
10 - 15 71 ( 6) 12.1 (12.5) 43.4 (70.4) 55.5 (82.9) 
15 - 8 ( 5) 27.5 81. 8 109.3 





経営耕地 自家午のみの飼育 小作牛のみの飼育 自主を主牛と小作育牛 計と 併せて飼
I討 積 戸数|頭数 戸数|頭数 戸数|頭数 戸数!頭数
反 4 戸 4頭 4 P 4 頭 o p 。頭 8P 8 頭~ 5 
( 50.0) ( 50.0) (50.0) (50.0) (0 ) (0 ) (100.0) (100.0) 
5~ 1O 40 63 27 29 10 21 77 113 ( 51. 9) ( 55.7) (35. 1) (25.7) (13.0) (18.6) (100.0) (100.0) 
1O~15 32 57 18 25 12 29 62 111 ( 51. 6) ( 51. 4) (29.0) (22.5) (19.4) (26. 1) (100.0) (100.0) 




83 142 49 58 22 





































所 有 牛 小作
1)二飼養農家
飼養農家 一部所養有小作牛 I飼丸小作 午飼 農家 養農家
実 数 151 戸 146 110 407 
官j ノι込z 37 % 36 27 100 
注 1 ) 昭和30年 1月 川色町役場調査資料による.
2) 竹浪重雄ほか:牛小作慣行における家畜商省主型について. 島根農大報告第5サ.
I泊‘記広島県産牛地での調査では，牛 11頑を購入する資金の不足をあげるものは 30%程度の農家であり，











































































































実 数 割 t.. p 
家 畜 商 204，800 戸 69.8 % 
農 ↑あ 39， 780 13.6 
市 場 44，000 15.0 
他の農家 1，590 0.5 




農協を通ずる出仰が 13.6%であり，前掲表(第 14表および第 15表)と比べて，農協ノレートの割合が著


















































注 1 ) 同一人で2つ以上兼業するものはそれぞれに計算しである.
2) 農林省畜産局 畜産年鑑 1957年版
豚を扱う家畜商
数 l比

























































戦前(昭和10年頃)の広島県から東京市場までの肉牛 l頭当り流通費のなかで，牛馬肉 仲買人 問
屋の各流通段階で形成されるマージンは， 市場一子数料を除いて仕入価額に対してそれぞれ2.5%， 6.1 






















































































昭和 41 年度lこわれわれは全国主~食肉市場を拠点として， 肥育牛の流通貨調査をおこなった28)
第27表は肥育農家→食肉市場を結ぶ流通経路のなかで，それぞれ l頭づっ計9頭の肥育牛の流通に，;i1-



































第28表家畜商の機能別マージン ( 1 頭 1!T]) 
商人マージ(Aン) | | 版 Dt U f市 (B額) A/B 
8，880円 186，750円 4.8% 
1，795 210，341 0.9 
2，494 169，856 1.5 






















市場取引 I 3 I 3，262一一 120，0∞ 2. 7 

















系 頭 手 数 料 販売価額
単協 l 終済連 1 全版述[計(A)
A/B 
(校内市場)(B) 
5頭 2，852円 一円 円 2，852円 167，942円 1. 7 % 
H 2，406 2，888 5，294 240，850 2.2 
国 13 2，834 2，296 1，524 6，654 189，858 3.5 
186，774 3.0 
商 人 て才 一 ジ ン
| 商人I 1 商人m I 計(A)
A/B 
商人 I (B) 
4頭 久111円 円l 円 久111円 220，646円 1. 9 ~ん。
H 2 4，740 ム8，549 63，809 193，417 ム2.0
皿 16，540 9，500 13，190 39，230 202，967 19.3 
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加6 1，1ω¥ 1，975 
商人マージン
商人 1 ¥商人口| 訂(A)
2，584 I 一 2，584
5，380 3，700 9，080 




























通近代化のれ¥'可訂としての役割lがみとめられる. ただro30表で明らかなように， 単協 l段階の流通に
比べて，系統3段階流通の手数料が2倍以 kを要しているという事実に対して，系統流通機構の休質改
i"{への1安求が高いことを，つけ加えておく必要があろう.
n 1) iIT指(第 lーらをiニ5))，鹿児島県における肉'f二の流通経済， pp.7ー 10(1959). 
2) 新潟県若手産会:家畜動態調査 (1956). 
3) 前掲(第 1'ni:5))，鹿児島県における肉牛の流通経済， p. 41 (1959). 
4) 同1:， p. 48， 60(1959). 
5) 日本経済史研究所:日本経済史辞典， p.1763， 日本評論社，東京(1943). 
6) 占野続年・広島県lこ於ける牛小作慣行事例，農業及び園芸， 12 (8)， 157ー 162(1937). 
7) 宮坂梧朗.家南小作制度の性絡，農業と経済， 4 (1)，100-116 (1943). 
8) 小野茂樹:中国地方における牛小作慣行について，中国地方調査月報，No.1，23-26(1953). 
9) 小野茂樹:最近における預託牛慣行について，蓄産の研究， 5 (9)，7-9 (1951). 
10) 小野茂樹・備後のアズケ駄，民間伝承， 15 (6)， p.26-27 (1951). 
11) 竹浪重J4f: .::?瓶山周辺農村における午小作慣行について，島根農大研究報告， No.4， 14ー
128 (1956). 
12) lII掲，最近における預託lf'，慣行について(1951)• 
13) 小野茂樹:資産における加工資本と農協の立場，音戸tの研究， 16 (1)，3-8 (1962). 
14) 大内 力:農業問題， p. 116，岩波書応，東京 (1961).
15) 小野茂樹:和牛肥育多頭経営の実態と問題点(兵庫県多紀郡篠山1IJの調菟報告)， rt1央市産
会，畜産多頭羽飼育経営の実態と問題点，p.63，中央商産会，東京(1963). 
16) 帝国競馬協会編:日本馬政史第3巻， p.61O，同協会，東京 (1928). 
17) 宮坂梧朗:家斎商の実態とその取締りの歴史，畜産の研究， 6 (3)，7 -10(1952). 
18) 1材一綱は l張綱あるいは l鼻綱ともいい， 地方によって多少の迷いがあるが， 通常'r.馬7
頭を指す.前掲，日本馬政史m4巻， p.664. 
19) 前掲，家南I荷の尖態とその取締りの歴史.
20) 前掲(第 11下:注5))，鹿児島県における肉牛の流通経済， p.42 (1959). 
21) 農林省畜産局:家南取引の実態とその問題点，畜産使り， No. 95， 1ー 10(1958). 
22) G. S. SHEPHERD， (井上限、丸訳):農産物の流通， pp.279-283，日本評論新社，東京 (1960). 
23) 前掲，福島県産牛馬沿革誌 (1928). 
24) 向上(1928). 
25) 全国販売農業協同組合連合会:肉畜流通の実態と問題点， p.2，同会，東京 (1957).
26) 宮坂梧朗・市産経済地理， p. 192-193，叢文閣，東京(1936). 
27) 前掲，鹿児島県における肉牛の流通経済， pp.69-70. 
28) 小野茂樹・杉11和男:家南商と農協共販の流通費形成の比較， 中央商産会， 肉牛の流通lこ
関する実態調査， pp.35-41，中央畜産会，東京(1967). 
29) 調査は何れも屠場を起点として逆追跡したものであるが，系統Jレー ト 21例，商人Jレー ト 13
例，両者併用ノレート 2例のうち， 調査結果のほぼ満足すべきものがえられたのは，系統 19
例，商人9例，併用 2であった.
30) DOWELL， A.A.， and BJORKA， K.: Livestock Marketing， p.87，乱1:cGrw-HillCo.， New Y ork 
(1941). 
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KOHLS， R.L. and WILEY， J.W.: Aspects of Multiple Owner Integrations in the Broiler 








































戦 前 現 在
i萄人マージン又は農協子数料 29.2 15.7 
市場経費その他 2.2 
輸送費 16.5 30.9 
計 45. 7 48.8 
全販手数料・問犀マージン 49.9 8. 1 
市場・屠場経費 4.4 43. 1 
計 54.3 51. 2 



















匡子牛生産 34.2%ヨ二一一)ー 53.7%関 111
品Zf):ロ




















注 1 ) ジョージ・ハウストン(陣内義人編訳):イギリスの食肉流通マージン，のびゆく農業， No. 
149，農政調査委員会，東京 (1962). 
2) 運輸調査局:主要農産品等の流通経路と流通費の考察， p. 22 (1962). 
3) 前掲(第 3 章注26)) ，~量産経済地理， pp.192ー 193(1936). 
4) 流通費・配給費および分配費については，それぞれのJ[J，;丹の慨念について諸iliがあるが，本
稿ではとくに区別してはいない.
5) 前掲(第3卒注25))，肉畜通流の実態と問題点， p. 4 (1957). 
6め) 1高苛橋伊一郎:中央卸売市場法lにζもとづく大阪市食肉2剖卸司弔I完I市H場の現状と問題J












































In this research-paper， the following problems in japanese Cattle marketing are examined ; (a) organi-
zation， margins and costs of the marketing， (b) di釘erentactivities performed by the dealers in distribut-
ing cattle. 
Organization， Margins and Costs 01 Marketing Jaμnese Cattle. 
When selling their cattle， either for a slaughtering or for a stocking and feeding， farmers may have 
many outlets available. The typical ones are channels through which the cattle may be moved to the 
slaughtering plant as shown in Fig. 1. In al cases， the “economic distance in time" from the breeding 
farms to the slaughtering plants used to be very long (6 or 7 years average). However， with the pro-
gre回 intransformation-utilities of japanese Cattle into beef， the economic distance between breeding 
and slaughtering has been greatly reduced， not only “ 
buying and s肥ellingbetween the demand and s制uppl片yar閃ea剖swhich has become more universal in recent 
years. 
The direct marketing of cattle has been promorted through association and integration of small size 
local markets. Furthermore， the coopcrative system of producers in marketing cattle and the ap-
plication of an efficient legal system to livestock markets or slaughtering plants have resulted in a 
remarkable improvement of the marketing organization for japanese Cattle， by reducing the marketing 
costs and margins. 
D伊 rentActivities PeぴormedりtheDealers in Di巾伽ti昭 Cattle.
In the handling of japanese Cattle， the prevailing procedure is to buy the cattle or calves from 
country dealers and then to sel them by public auction or directly to the dealers. Dealers who handle 
56 
calves and cattle used to buy directly from farmers or at auctions. They have continued to play an 
important part in the marketing of cattle and have exploited the farmers by holding on thier own 
peculiar habits of handling, or through the so-called "share-tenancy of cattle". However, since 
marketing-methods have changed greatly after World War II, dealers generally have adjusted them-
selves have to fit the new conditions. The excessive margins obtained by the dealers in marketing 
cattle decreased greatly now-adays yet the old custom of trading and the realization of illogical margins 
are still alive. 
